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本日の卓話

「内容を録音したデータが事務局にあります」

卓話をされる櫻山様

次回の卓話（9月 16日）

「笑いは心の栄養」

三遊亭 若圓歌　様落語家

紹介者　渡辺新吉会員

「米山奨学生になって」

馬　紅梅　さん米山奨学生

「最近の児童虐待の状況」

櫻山　豊夫　様所　長

東京都児童相談センター

紹介者　渡辺新吉会員

9月 2日　第 1149 回例会報告

卓 話

幹事報告

1．各テーブルに「薬物乱用防止ポスター ･ 標語展

示会」のチラシを配布いたしましたので、ご覧

下さい。

2．9 月 5 日（土）米山奨学生　馬さんと澤部カウン

セラーが米山梅吉記念館へのバスツアーに参加

されます。

3．10 月 7 日開催　熊井会員歓迎会のご案内をメー

ルボックスへ配布いたしました。

多くのご参加をお待ちしています。

理事会報告

1．澤部会計からの 2014-2015 年度決算報告を承認。

2．澤部会員からの地区研修協議会の会計報告を承認。

3．2018-2019 年度ガバナー候補者を推薦しないこと

に決定。

4．「文京社会験学コンテスト」への協賛を決定（8

万円）

5．加藤理事より入会 3 年未満ロータリー研修の予

定を説明。

6．深澤ＳＡＡより着席が守られていないくじ引き

による例会着席を順守するように会長・幹事に

要望（例会時に幹事から周知済み）。

7．松下理事よりノエミさんの状況報告あり（9/3 日

から登校）

東京本郷ロータリークラブ週報



ニコニコＢＯＸ	 14,000 円

累　　計	 292,759 円

「熊井　寛会員　歓迎会のご案内」

新入会員　熊井寛会員（2015 年 7 月 8 日入会）の

入会歓迎会を以下の通り開催することになりました

のでお知らせいたします。熊井会員を囲んで、クラ

ブの皆様と和やかなひと時を過ごしたいと存じます。

普段の例会では熊井会員とゆっくりお話しできてい

ない方も、お仕事（職業分類＝弁理士）やご趣味（ゴ

ルフ、音楽鑑賞）の話題をはじめ熊井会員のお人柄

に親しく接する絶好のチャンスでもございますので、

万障お繰り合わせのうえ、是非ご出席賜りますよう

お願い申しあげます。つきましては、9 月 15 日まで

にご出欠のご返事をくださいますようお願いいたし

ます。

記

◎日時：平成 27 年 10 月 7 日（水）

18：30 ～ 20：30

◎会場：未定（決まり次第ご案内いたします）

◎会費：10,000 円程度

　　　　（会場決定とあわせてご案内いたします）

以上

「第 10 班　炉辺会合報告」
 

１日　時　平成 27 年 8 月 28 日（金）午後６時

２場　所　加藤会員宅

３参加者　河合会長・加藤会員・中川会員・

　　　　　熊井会員・井田会員

４内　容　今回の炉辺会合（家庭集会）は少人数の

会合であったため，加藤会員のご好意によ

り加藤会員のご自宅で開催しました。加藤

会員のご自宅（現在はマンション）は夏目

漱石生誕の地に建っており，ご自宅の前に

は漱石誕生 100 年を記念する石碑が建立さ

れていました。

炉辺では，加藤会員の娘さんの手作りの

料理に舌鼓を打ちながら，金沢出身の中川

会員から，髙橋治の「風の盆恋歌」につい

て情緒溢れるお話があり，また，加藤会員

からも会報誌に掲載された加藤会員の「夏

目漱石と私」という寄稿文の紹介がありま

した。

酒宴は大いに盛り上がり，午後 10 時に

漸く終了となりました。河合会長，井田会

員は酩酊状態となっておりましたが，新入

会員の熊井会員は悠然とされておりました。

本当に楽しい一時を過ごさせていただき

ました。加藤会員及び娘さんに深く御礼を

申し上げます。　　　　　　（文責　井田）

ニコニコＢＯＸ

＊石毛良治様（東京後楽 RC）
第３回東京ドーム少年野球大会御苦労様でした。

＊松下和正会員
ノエミちゃん、名井純子さん、ホストファミリー
の皆さん、よくおいで下さいました。素晴らしい
一年にしましょう！

＊渡辺新吉会員
バースディをお祝いいただき、ありがとうござい
ます。

＊木村敬道会員
清水さん、長渕コンサート無事終了、本当にお世
話になりました。今後ともよろしくお願い致しま
す。

出 席

会員数：51名　欠席出席免除者：5名　出席数：39名

欠席数：7名　出席率：84.78％

8 月 19 日修正後出席率：91.49％

ヴィジター：1名

クラブゲスト：櫻山豊夫様（卓話講師）

名井純子様（第 1 ﾎｽﾄﾌｧﾐﾘｰ）

大住典子様（第 2 ﾎｽﾄﾌｧﾐﾘｰ）

園部経夫様（第 4 ﾎｽﾄﾌｧﾐﾘｰ）

　　実枝子様

ﾉｴﾐ・ﾃﾞﾛｳﾛｳさん（青少年交換留学生）

馬　紅梅さん（米山奨学生）

「ロータリー青少年交換：
一度だけの人生、大胆にいこう！」

ロータリー・ニュース：2015年 9月 1日 

ブラジルのガブリエラ・ベッサニさんは、12 歳の

とき、母や友人と一緒にペンシルバニアで夏休みを

過ごしました。

その時の楽しい思い出が鮮明に心に残っていると

いうガブリエラさん。ロータリー青少年交換プログ

ラムのことを知ったとき、「これこそ自分のやりた

かったこと」だと感じたそうです。

今年、彼女はカナダのロータリークラブが主催し

た合宿プログラムに参加しました。参加した 7 人の

学生には海外から養子縁組された子どもも複数名含

まれ、楽しくてユニークな体験となりました。

「たくさんの友だちとの交流を通じて、さまざま

な文化を学ぶことができた」と彼女は振り返ります。

さらに 7 月、ガブリエラさんは他 104 名のロータ

リー青少年交換学生とともに、アメリカ全土を回る

バスの旅に参加。31 日間のフィナーレを飾る最終

地点として、イリノイ州エバンストンにあるロータ

リー世界本部を訪問しました。

「人生に変化をもたらすロータリーならではの、

最高のプログラムでした」



「青少年交換派遣学生　8月報告書」

鈴木　風 

8 月 23 日にロンドンを経由し 17 時間を経て予定

より 4 時間ほど遅れ夜 11 時過ぎに空港に着きまし

た。それからもう 8 日がたち、明日から学校が始ま

りますが、この 8 日間は毎日ホストファミリーとど

こかへでかける毎日でとても充実していました。今

月は日数が少ないので１日ずつ紹介していきたいと

思います！ 

月曜日、ホストマザーと外国人警察に行き外国

人登録をしてきました。在日チェコ大使館から、現

地について 3 日以内にやってと言われていたので

すぐ行けてよかったです。でもそこはとてもとても

混んでいて、3 時間くらい待ちました。壁に貼って

あるものも、整理券の発行機も受付のおばさんも全

部チェコ語だけ、英語もなかったのでママがいて本

当によかったなと思いました。その帰り道、車に

乗っている時小さなアクシデントに遭いました。後

ろから来る車が私たちの車と車の狭い間を猛スピー

ドで走ってきて、ママの反応が遅かったら事故に

なっていたかもしれなかったです。そのあともけっ

こうあぶなっ ‼︎ と思う場面がたくさんあり、あとで

調べてわかったことですが、チェコのドライバーは

ヨーロッパで 3 番目に危険らしいです！ママもよ

く「stupid!!!!!」と叫んでいます。平気で 150 キ

ロ超えるのは、なかなかチェコの美しい街には似合

わないですね。また、運転の荒さと石畳のガタガタ

とで最初の頃は毎回車酔いと闘っていました。夜ご

飯におばあちゃんに会って、おばあちゃんの作った

czech dear を食べました。おいしかったです！チェ

コは日が沈むのが遅く 8 時過ぎても明るいです。ご

飯のあと、公園に犬の散歩をするのが毎日の日課で

す。広い公園なのでいい運動になってます！火曜日、

朝 6：30 に目が覚め、暇だったので大量に持ってき

た折り紙で遊んでました。ママとメトロに行って定

期を購入しました。そのあと教会を見に行き、プラ

ハ城にも行きました。クリスチャンなので教会を出

入りするたびに水みたいなものでお清めしてて不思

議でした。夜、私のカウンセラーに会って一緒にご

飯を食べました。彼女はアメリカに留学していたの

でスロバキア出身だけどとても英語が上手くて、聞

きやすいです。ホストファミリーはあまり英語が喋

れないし、r の発音をルとなんでも言うので、なに

それ ⁈ っていうのが多いです。水曜日、いつものよ

うに朝ごはんを食べ、ホストブラザーとママとコノ

ピシュチェというお城に行きました。プラハにはプ

ラハ城だけでなくたくさんのお城があります。こ

のお城は中心から 30 キロはど離れた森の中にあり、

13 世紀頃に建てられたそうです。主は動物をたく

さん殺していた人で、お城の中にはたくさんのはく

製が飾られていました。お城のツアーに参加し、ガ

イドさんはチェコ語なので音声ガイドを借りました

が、日本語はあるわけないか…英語、ドイツ語、フ

ランス語、イタリア語、スペイン語、ギリシャ語な

どなど…英語を聞いてなんとなく理解したつもり。

悔しい！お城の周りには鹿がたくさんいました。ペ

トシータワーというプラハを一望できる東京タワー

のグレー ver. に上りました。パパとブラザーとジ

ムに行きました。一緒に住んでないけど、もう一人

のホストブラザーをパパにいきなり紹介され、一瞬

状況を理解できませんでした。すごいかっこいいで

ロータリー会員にも変化が

初等教育の教育長を務め、ディアフィールド・ロー

タリークラブ（イリノイ州）会員のマイク・ルーベ

ルフェルドさんは、青少年交換学生をクラブで受け

入れるために、何週間もかけて入念な計画を立てま

した。そして 8 月、クラブ会員は、インドネシアか

らの 17 歳の留学生、レオさんを空港で出迎えました。

レオさんの留学生活は始まったばかりですが、す

でにたくさんの刺激的なことがあったとマイクさん

は話します。「世界中の若者と交流することは、よ

り良い未来をつくる最善の方法だと思います。文化

交流は、留学生だけでなく、クラブ会員にとっても

貴重な経験です」

海を渡って自信をつける

インドに暮らすバルダ・シャアさんの家族は、友

人から青少年交換学生のホストファミリーとなるこ

とを勧められたとき、あまり気乗りがしませんでし

た。

「相手は男の子でドイツ人。うまく行くとは思え

なかった」とバルダさん。しかし、せっかくの機会

だからと、家族で留学生の受け入れを決意しました。

その結果、「3 カ月でこれほど仲良くなれるとは思わ

なかった」と振り返るほど、留学生との生活は実り

あるものとなりました。バルダさんは現在も、スカ

イプやソーシャルメディアで頻繁に連絡を取ってい

ます。

今度はバルダさんが一念発起し、交換留学生とし

てニューヨークに滞在しました。3 つのホストファ

ミリーの世話になり、キャンプやスポーツ観戦と

いったさまざまな経験をしたバルダさんですが、一

番の変化は何かというと、「自信がついた」ことだ

そうです。

「以前は知らない人と話すなんて絶対ムリだった

けれど、今はそんなことありません。自分から話し

かけることもあります。心を開いて大人になるって、

こういうことなんだと思います」

全文は https://www.rotary.org/ をご覧下さい。



本日の例会にて、

ロータリー財団寄付	 2 名	 14,000 円
米山特別寄付	 1 名	 10,000 円

のご寄付をいただきました。
ありがとうございました。

す！チェコには美男美女しかいません。木曜日、マ

マと学校に挨拶しに行きました。この学校はママの

学校なのでママの知っている先生がたくさんいて少

し安心しました。ランチを食べに旧市街にいきまし

た。有名な観光スポットなのでたくさん人がいまし

た。こっちではセグウェイを道で乗っていいのでよ

くみかけます。ママが、ここにはたくさん日本人が

いるのよと教えてくれ、見つけるたび日本人？？と

聞かれますが、中国人か韓国人で日本人はみかけま

せんでした。夜ご飯を同じプラハに来ている留学生

の家族と食べるため、集まりはじめて留学生に会う

ことができました。ブラジルとアメリカの女の子で

2 人とも英語が喋れるので、はなしについてゆけず、

ここにきて初めての挫折でした。ほんとうにショッ

クでした。色々な意味で。

一気にこれからやっていけるのかって不安にもな

りました。3 番目のホストブラザーにチェコ人も英

語しゃべれないんだから一緒だよ、自分から話しな

よ！ Don’t be shy! と励ましてくれましたが、な

かなか難しい。金曜日、久々の曇りでちょっと幸

せ。日差しが強くて毎日怯えてます。日焼けしたく

ないけど、こっちの人は少なくとも私のホストファ

ミリーは日焼けを気にしない、ママはむしろ日差し

大好きなので、いつもおかしがられます。午前中に

もう一度学校に行き担任の先生とお話をしました。

こないだのランチのとき、ママに好きな科目はな

に？？と聞かれたので、数学と英語と体育といった

ら、今日担任の先生にも伝えられ、好きな科目＝得

意な科目になってしまったみたいで数学のスーパー

レベルに入ることになってしまいました。大変です、

さらにチェコ語なので。でも頭よくなれればいいの

で頑張ろうかな…。ママ、ブラザー、犬のビンキー

とお散歩がてらある教会に行きました。そこは資料

館のようで、チェコ語での説明なのでブラザーが全

て英語で説明してくれました。土曜日、今日はめちゃ

くちゃ暑いです。チェコに来て最高に暑い………。

そんな中、カレルシュテイン城に行きました。お城

に行くまでに坂道を登るのですが、馬車が走ってい

たり、かわいいお土産やさんがたくさんあったりで

楽しかったです。お城の説明は今回は英語ガイドな

し。だから、置いてあるものをみつめ想像を膨らま

していました。チェコにはいたるところにジェラー

ト屋さんがあり、いつもママに食べる？と聞かれる

のですがいつも食べてちゃ大変なことになると思っ

て、我慢していましたが今日は暑すぎて食べました。

おいしかったです。ただ、チョコバナナと言ったは

ずがチョコが出てきて、もっと大きな声で喋らない

とと、思いました。チェコのお城ではよく結婚式が

行われ、行くたびにウエディングドレスをきた人が

います。日曜日、午前中にパパとインラインスケー

トをしに行きました。久々すぎて 2 回こけました。

チェコにはインラインスケートができるコースがた

くさんあって、パパすごい上手かったです。1 週間

経ってようやくショッピングモール行きたいと言え、

行くことができました。毎日充実はしていますが、

楽しいことだけではないし、いまは逆に不安と苦し

みのほうが大きいかなと思います。その夜、同期と

スカイプをしてお互いの近況を語り合いました。自

分と同じような子もいれば、家族とも打ち解け本当

の家族のようになっているひともいるし、友達や他

の留学生とすごく仲良くなっている子もいるし、毎

日自分のコミュニケーション能力の低さに泣いてい

ます。心の中で。ただ、友達とラインしたり電話し

て相談したりするのは、たとえいいアドバイスがも

らえなくても少しは状況変わるなって実感していま

す。困った時に誰かに相談する習慣が自分になかっ

たので、大切さを感じています。月曜日、今日から

ママが水曜までいません。明日から学校なので少し

心配です。ママ抜きで、ママのママ、私のおばあちゃ

んのおうちに行ってきました。車でかなり走った田

舎のほうで、山と川、自然で溢れています。おばあ

ちゃんはすごく優しく、すごく元気です。みんなで

川に泳ぎに行った時、おばあちゃんは犬とどこまで

も泳いでました。私は顔はつけられませんでした。

茶色で。おばあちゃんの料理はすごく美味しく、ま

た人生で一番と言えるほど自分的に最高に美味しい

ブルーチーズと出会いました。日本の田舎、自然で

いっぱいのところには住みたいと思ったことはない

のですが、ここには住みたいな！と思えました。以

上 8 日間の報告です。まだまだ言いたいこと、伝え

たいことはたくさんありますが、明日ロータリーの

初例会で自分の国紹介をするためのパワーポイント

を作ってきてねと、おととい言われ大急ぎで作って

いるところです。パソコンをはやく使いこなせるよ

うになりたいです。肝心のチェコ語ですがはじめ英

語で入ったためどのタイミングでチェコ語を言えば

いいのか困惑しています。これはなに？のようなク

イズ形式で出されたら答えられるのですが、会話に

なるとできません。日本人の典型的なパターンなの

でしょうか、すごく嫌です。まだ 1 週間しか経って

ないから焦ることないよ、なのか 1 週間経ったのに

まだ ⁈ なのかよくわかりません。。。。。すごい不安な

終わりかたですみません。

でも、家に帰りたいとは思ってないので、これか

らも毎日笑顔で、大きな声で積極的に頑張ります！


